
「介護の日 2021」の企画として「付け句大会」を開催しました。 

8 月～10 月までの募集期間に 86 句もの応募いただき、厳選なる審査により 

最優秀賞・優秀賞・会長賞が決定いたしました。 

 

最優秀賞   小田原市穴部  奈良輪大作 様 

  「妻になり ときに娘に 孫になり これもひとつの介護あるある」 

・ その瞬間、瞬間にある認知症の人の世界に見事に寄り添っている様子が感じら

れます。共感してクスっとしてしまいました。 

・ 認知症の利用者に対し、変幻自在に対応する事で安心感につながっている様子

が伺えます。 

 

優秀賞    小田原市入生田  露木美幸 様 

  「ワイパーの リズムに合わせ 出る唱歌 これもひとつの介護あるある」 

・ 日々の介護が日常生活にも溶け込んで、ついつい歌ってしまっている情景が 

      浮かびます。 

 

優秀賞    川崎市麻生区  笠原泰子様 

  「待ってます あなたが一歩 動くまで これもひとつの介護あるある」 

・ 相手のペースに合わせている情景が浮かびます。根気よく対応をされている 

      介護者の想いが感じ取れます。 

 

会長賞    秦野市鶴巻北  福士琢哉様 

  「信頼は 自分のケアで つかむもの これもひとつの介護あるある」 

・ 信頼関係を築くことは容易いことではなく、専門職として自分のケアに責任を

もっている覚悟が表現されています。 

 

 

 ご応募いただいた皆様、本当に有り難うございました。 

賞品は 12 月上旬までにお届けいたします。尚、今回は第 1回企画という事もあり、応募い 

ただいた皆様全員に参加賞を贈呈いたします。お楽しみに～！！ 


